
  

令和４年１１月１５日  

 

令和４年１０月中の海難発生状況（速報値） 

～発航前は、セルフチェックとメンテナンスを～ 

 

 

      

 

 

➢ 海難の内訳【詳細は別紙参照】 

  船舶海難 ２件 ２隻       ／前年同月 ４件 ５隻 

       内訳 プレジャーボート１隻、曳船１隻 

       （民間救助機関による救助を除く） 

  人身海難 ３件 ３人（死者２人） ／前年同月 ０件 ０人（死者なし） 

➢ 海難防止のポイント 
１１月１日から３０日までの間は、「釣りの事故防止推進期間」です。涼しい気候と

なり、岸釣り・船釣りをする人の増加が予想され、釣りに伴う事故の発生が懸念され

ることから、次の点について呼び掛けます。 

・ 船舶の発航前検査の徹底 

プレジャーボート等、船舶を運航する前には、バッテリー端子の緩みや電圧値、潤 

滑油の量、航海計画に見合った十分な燃料の搭載、航行海域の水路調査等を必ず確認

しましょう。 

 また、漂泊状態での釣り中に魚群探知機等の電子機器を多用するとバッテリーのバ

ッテリー過放電に繋がり機関が始動できなくなることも懸念されますので注意しまし

ょう。 

・ ライフジャケットの着用 

岸釣り・船釣りを問わず、万が一の落水に備え、ライフジャケットを必ず着用しま

しょう。 

・ 気象・海象の確認 

釣行前及び釣行中は、天気予報や海の安全情報で提供される風向・風速などを確認

し、天候の悪化が予想される場合は、釣行を取り止める、若しくは、早めの帰宅を心

掛けましょう。 

・ 複数人数での行動 

万が一の事故に備え、単独行動を避け、複数人数で行動しましょう。 

 

広報資料 

【問い合わせ先】 

呉海上保安部交通課長 伊藤 

0823-22-0999 

呉海上保安部管内における令和４年１０月中の海難発生状況は、船舶海難２件

２隻、人身海難３件３人となっています（死者２人）。 

（広島県内：船舶海難８件８隻、人身海難１１件１１人（死者４人）） 

※本広報における数値は速報値であり、今後の調査結果により変更する場合があります。 



 

 

 

海  難  事  例 

■船舶海難 

【事例１】（乗揚げ） 

   発生日  令和４年10月17日（月）未明 

   発生場所 広島県竹原市碇島北方海域 

事故船舶 曳船（３名乗り） 

   事故概要 曵船は、和歌山から呉港向け航行中、上記場所で乗り揚げたもの。

（詳細調査中） 

 

【事例２】（運航不能） 

   発生日  令和４年10月23日（日）朝 

   発生場所 広島県呉市上蒲刈島県民の浜西方海域 

事故船舶 プレジャーボート（３名乗り） 

事故概要 プレジャーボートは、呉市仁方船溜りを出港、上記場所で釣り中、

発電機の故障によりバッテリーが放電、機関が停止したもの。 

■人身海難 

【事例１】（海中転落（死亡）） 

   発生日  令和４年10月13日（木）夕刻（推定） 

   発生場所 広島県呉市三ツ子島西方海域 

事故者  男性（50代） 

事故概要 事故者は、流し網の操業中、何らか原因により海中転落し、溺死し

たもの。（発見時、救命胴衣未着用） 

 

 

 

 

 

別紙 




